
防災・コロナ対策のための嬬恋スマートシティ

実施地域 群馬県嬬恋村

実施団体 群馬県嬬恋村

事業概要 【現状・課題】
令和元年の台風１９号では、災害対策本部のホワイトボードの情報を職員間で共有することができ

ず、各避難所の状況把握も困難だった。
【事業内容】
防災やコロナ対策のためのデータを収集し、嬬恋村防災データベース上に集約する。標準APIを通じ

て職員、住民、事業者、他の自治体で利活用できるようにすることで、災害情報連携による効率的な
対応、災害時のきめ細やかな支援、安全性の見える化を実現する。
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嬬恋村防災データベース
（クラウド型統合データベース）

ネット
ワーク ブロードバンド、ワイヤレスネットワーク（光ファイバー、4G、WiFi、その他）

サービスプラットフォーム
（共通サービス、API管理、都市OS間連携、認証、ユーザ管理、サービス管理、セキュリティ）
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